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研究成果の概要（和文）：様々な調査主体により観光に関する複数の統計調査が実施されている．しかし，これらの調
査の対象，サンプル数，調査方法等の違いから同一の質問項目であっても調査結果が異なり，観光動向の実態が正しく
把握できていないという問題がある．今後の観光マーケティングや観光政策の立案に向けては，各調査の特性を整理し
，それらを踏まえた定量的な分析に基づき，実態をより正確に把握することが重要である．本研究では，複数の統計調
査の個票データを用い，それらを比較することにより，各統計の特性を明らかした．さらに，その特性を踏まえた国内
宿泊観光行動の時系列分析を行った．また，都市間交通統計との比較も行い，組合せの可能性を示した．

研究成果の概要（英文）：The objective of the study is to analyze time series changes in tourists' behavior
 using individual data of several tourism statistics. This study shows that for the same question, differe
nces are observed among the statistics. Therefore, it is necessary to improve the way of sample extraction
, and at the same time combining those statistics enables an extensive analysis with broad items.
The study also finds that hot spring used to be the most popular activities, but the favor had been decrea
sing. The results of cohort analysis, which discomposes influence of a phenomenon into period, age and coh
ort, support the decrease in favor of hot spring. The study also discusses the data fusion between domesti
c tourists' behavior data and inter-city transportation data.
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１．研究の背景 
 
少子高齢・人口減少社会においては，交流
人口を増加させ，地域を活性化するといった
地域戦略が重要である．そのため，観光を中
心とした地域づくり，訪日外国人の増加に向
けた取り組み，それらを支援する政策等が実
施され，｢観光｣のあり方が近年変化している．
それに伴い，観光に関する調査・研究は，多
数行われるようになってきた． 
観光に関する論文は，1990年代はじめから
急増しており，観光，都市計画，土木計画を
対象とした学会における観光に関する発表
数を調べたところ，すべてにおいて今なお増
加傾向である．マーケティング分析，観光地
開発，制度論，観光交通整備等，その内容は
様々ではあるが，共通している点は観光統計
を活用した分析が少ないことである．大多数
が定性的な議論を行ったものであり，定量的
に行っているものであっても観光交通に特
化したものが多数を占めている．また，それ
らの研究は，特定の観光地を分析対象にし，
研究機関等が独自の調査を実施したものが
多いため，その観光地に関する詳細な分析は
行っているが，それぞれが別々の目的，期間，
対象，精度等で行っているため，それらの研
究で得られた知見を集約したとしても，観光
立国の実現に向けた制度設計や全国的な施
策の展開に直結することは困難である．また，
旅行会社等が顧客情報を用いて行う短期の
マーケティング分析は，古くから行われてい
る．旅行商品の開発等には適した方法であり，
変化の大きい観光行動に対しては有効な方
法である．他方で，観光施策には，観光地の
面的整備や交通インフラ整備等の整備その
ものに長期間を必要とするものや頻繁に変
更を行わない法律の策定等も含まれるため，
短期間の分析だけに着目し施策を実施する
ことは，整備が完成したときには流行が終わ
ってしまう等のリスクも存在し，適切な方法
とは言い難い． 
アクティブシニアの観光マーケティング，

20歳代の観光離れへの対応，アジア地域から
の訪日外国人リピーターの確保等，時系列の
分析を行い，観光行動の構造を把握した上で，
対応すべき課題は多くある．しかしながら，
観光行動は，都市内交通行動等と比較して低
頻度のものであることから，数年に渡るパネ
ル調査も過去の行動調査も実施することが
困難であるため，行動変化の追跡やその構造
解明のための研究が不足しており，時系列的
行動変容は未解明な部分が多い．2005年から
国土交通省において全国で統一された観光
の統計調査の実施に向けた検討が始められ，
｢旅行・観光消費動向調査｣，｢宿泊旅行統計
調査｣が開始されたことは大きな前進ではあ
るが，過去のデータとの連続性等の問題は解
決されていない．したがって，時系列的行動
変容を明らかにするためには，過去の断片的
データを組み合わせて，観光行動のダイナミ

ズムを構造化することがたいへん重要であ
る． 
以上のように，観光統計調査を用いた研究
の不足，複数年のデータを用いた研究の不足，
観光政策，地域戦略，交通インフラ整備等に
直結する研究の不足が挙げられる．また，そ
れに加え，複数の統計調査を組み合わせた分
析や統計調査の個票データを活用した分析
も不足していることから，観光動向の実態が
正しく把握できていないといった問題が起
きている． 
 
 
２．研究の目的 

 
本研究では，以上の点に問題意識を持ち，
複数の統計調査の特徴を整理した上で，それ
らを活用し，観光行動の時系列変化の構造を
解明すること，国内の観光目的の交通流動を
明らかにすることを行う．具体的には，複数
の統計調査を用い，(1) 各調査結果の相違に
関する原因把握および各調査の特徴の整理，
(2) 国内観光行動の時系列変化の構造解明，
(3) 全国幹線旅客純流動調査と観光統計調査
の組合せによる観光目的の交通流動の把握
の 3つを目的とする． 
複数の統計調査において，同一の質問項目
であっても調査結果が異なることに着目し，
その調査の対象，サンプル数，調査方法等か
ら発生する特徴を整理し，どのように使用す
べきか，組み合わせるときにはどのような点
に注意が必要かを明らかにする．それを踏ま
え，複数の調査の個票データを用い，国内宿
泊観光旅行の時系列変化を属性等に着目し
て分析し，団塊世代，20歳代といった観光施
策を行う上で考慮すべき層の観光行動変容
を明らかにする．これらの分析結果を踏まえ，
全国幹線旅客純流動調査のトリップデータ
との組合せ方法について言及する． 
 
 
３．研究の方法 
 
国民の観光に関する動向調査，旅行者動向
調査，旅行・観光消費動向調査，社会生活基
本調査，国勢調査，全国幹線旅客純流動調査
を用い，1985年～2010年までの 25年間の時
系列変化を 5年間隔で分析する．まず，各観
光統計調査の特徴を把握する．具体的には，
サンプルの母集団との適合状況を確認する
ために，各統計調査の性年齢階層の分布，地
域分布等を比較し，実態を明らかにする．次
に，統計間の整合性の確認をするために，参
加率，単位当たり回数といった同一の質問項
目に着目し，その調査結果を比較する．これ
らの分析結果を踏まえ，観光行動の時系列変
化を分析する．最後に，都市間交通統計との
組合せの方法を，季節変動等に着目し，トリ
ップ数を比較することにより，考察する． 
 



４．研究の成果 
 
(1) サンプルの母集団との適合状況の確認 
各統計で得られたサンプルの性年齢階層
分布を図-1に示す．ここでは，全数調査であ
る「国勢調査」の結果を最確値とし，各統計
の分布の適合状況を確認する．「国勢調査」
の分布に類似している程，性年齢階層別のサ
ンプリングが精度高く行われていることに
なる． 
「社会生活基本調査」は，「国勢調査」の
結果を基にサンプリングをしていることも
あり，どの年次においても分布がほぼ一致し
ていることが見て取れる．「国民の観光に関
する動向調査」は，1985 年~1995 年の 20 歳
代，30歳代において多少の乖離は見られるが，
概ね「国勢調査」に一致している．この 2つ
の統計に関しては，サンプリングの精度が高
いことが確認できる．「旅行者動向調査」は，
30 歳代，40 歳代の女性サンプルが多くなっ
ている．この偏りは，調査会社のパネルが母
集団となっているために比較的調査への協
力意向の高い主婦層が集まりやすい特性を
持つことに起因している．ただし，2005年の
個人情報保護法施行に伴い母集団の精査が
行われたため，その後は改善が見られる．「旅
行・観光消費動向調査」は，男女ともに若年
層が少なく年齢が上がるにつれて増える傾
向がある．これは，調査方法が郵送配布回収
であることから年齢別の調査協力意向が影
響した可能性が考えられる．ただし，2009年
調査以降，サンプル数を拡大したことにより，
「国勢調査」との乖離は小さくなっているが，
20 歳代が少なく，60 歳代が多い傾向が残っ
ている．以上より，これらの統計を用いる際
には，少なくとも性年齢階層による補正を行
うことは必要である．特に，時系列変化を分
析し，年齢階層による特徴を示す場合等には，
補正は不可欠である． 
地域別のサンプル構成比は，1985 年~2010
年までほぼ同じ傾向である．全体傾向として
は，統計間において多少のばらつきは見られ
るものの，性年齢階層程の乖離はない．個別
の特性としては，「旅行者動向調査」は関東
が多く，逆に「社会生活基本調査」は関東が
少なく，東北，九州が多いことが見て取れる．
「旅行者動向調査」のこの偏りは，他の 3つ
の統計で行っている層化二段階抽出法を適
用していないことに起因している．また，「社
会生活基本調査」に関しては，原因を断言す
ることはできないが，調査規模が大きいこと
により，地域別の調査協力意向の差が顕在化
したことから生じたものと推測される． 
 
(2) 統計間の整合性の確認 
参加率，単位回数の比較結果から同一項目
の結果でも性年齢階層別の補正のみでは乖
離が残存するため，生データによる分析は誤
った評価となる可能性があることを確認し
た．さらに，「国民の観光に関する動向調査」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図-1 各統計のサンプルの性年齢階層分布 

 
は精度が高いこと，「旅行者動向調査」は母
集団特性から大きい値を示す傾向があるこ
とを明らかにした．また，「旅行・観光消費
動向調査」は，調査頻度が密なことから旅行
回数についての信頼性が高い． 
今後の効率的かつ効果的な調査実施に向
け，調査対象者の抽出時には現在得られてい
る属性別の回収率等を踏まえ，多段階抽出や，
回収率に応じたサンプル数設定等の工夫を
行うことが求められる．加えて，各統計の特
性，妥当性を把握するために共通項目の比較
は重要であるが，特に本研究で取り上げた参
加率，単位回数は観光実態を把握する基礎的
な情報のため最低限統一基準による継続的
調査が求められる． 
 
(3) 設問の比較 
各統計の設問の比較し，以下に得られた知
見を示す．「国民の観光に関する動向調査」
は，国内宿泊旅行に特化し属性，旅行内容，



消費，志向まで幅広く把握可能である．また，
「旅行者動向調査」は，海外旅行も国内旅行
と同レベルで把握可能である．「旅行・観光
消費動向調査」は，消費の細目が旅行の前後
期間まで把握可能である．しかしながら，旅
行内容は最新の 1回分に限定され，属性も性
別，年齢のみで，年齢区分も 10 歳単位とな
っている．「社会生活基本調査」は，旅行内
容は不明ながら，詳しい属性や旅行以外の活
動も把握可能である．このように，共通の項
目の他，特定統計のみで把握できる項目や選
択肢の特色があることから，共通項目の結果
を基準として，これらの組み合わせにより，
国内宿泊観光行動を時間，空間，内容，費用
等，多面的に分析することが可能である．し
たがって，どの統計が良い，課題が多いとい
った判断をするのではなく，各特性を把握し
た上で目的に応じて，これらを適切に組み合
わせ，実態把握に努めることが必要である． 
 
(4) 観光地における行動の時系列分析 
ここまでの分析結果を踏まえ，観光統計の
特性を踏まえた分析を行った．具体的には，
各年次の統計を用い，性年齢階層による拡大
を行った上で時系列の変化を明らかにした．
以下に得られた知見を記述する． 
いつの時代も最も多い参加を得ている「温
泉浴」の活動量は，他の行動より遅れて減少
し始めたが，他の行動が回復を見せる 2010
年も減少が続いており，活動の弱まりがみら
れる．また，宿泊費の減少も続いており，活
動規模の大きさからも経済的な影響は大き
い．また，活動の実績を「時代」，「年代」，「世
代」の要因に分解するコーホート分析から，
子育てや仕事との兼ね合いで男女ともに 40
歳代までは志向が低下するものの，その後年
齢が上がるにつれ志向が高まることが確認
された．しかしながら，現在の高齢者世代は
高い志向を持つ一方で，現在の 30 歳代前半
より若い世代は志向が低いことから，人口減
少による参加者数の減少に加え，参加の消極
化によって活動量が大きく減少する可能性
があることを明らかにした．そのため，主要
な活動の一つである温泉浴の活動量を今後
とも高い水準で維持させていくためには，志
向の弱い現在の若い世代への働きかけを行
うことで，将来的にも安定した参加者を確保
することが重要である． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-2 コーホート分析の結果 
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図-3 のべ回数の年間値の比較 (2005年) 
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図-4 のべ回数の10月値の比較（2005年） 

 

 

図-5 のべ回数の年間値の比較（2005年） 

 
このように観光統計を補正して用いるこ
とにより，時系列の変化をこれまで以上に正
確に捉えることが可能である．また，分析結
果を踏まえ，施策のターゲットを明らかにす
る方法を示した． 
 
(5) 都市間交通統計と観光統計との比較 
都市間交通統計と観光統計の比較の結果，
代表交通手段別，性別には乖離が認められる
ため，データの組合せにあたっては何らかの
補正が必要となる．しかしながら，年間値，
調査実施月の 10 月値の宿泊観光旅行の総量
は概ね等しく，居住地別目的地も自地域内を
除くものに関しては整合性が高いことが確
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認できた．そのため，純流動の年間値（総流
動で拡大）に観光統計で得られた月別の需要
変動，居住地別目的地の構成比を組み合わせ
ることにより，より精度の高い観光データを
作成できる可能性がある． 
 
(6) 結論 
各統計の特徴を明らかにする分析では，以
下の点を明らかにした．各統計は母集団特性，
調査方法，調査規模の影響によりサンプルの
性年齢階層や地域別抽出率に母集団との乖
離が存在する．また，同じ項目でも結果に不
整合があるため生データによる分析は誤っ
た評価となる可能性がある．結果の活用に関
しては，性年齢階層，地域等での補正処理や，
統計の特性を考慮した解釈が必要である．設
問に関しては，共通の項目のほか，特定の統
計のみで把握できる項目や選択肢の特色が
ある．統計を組み合わせることにより，国内
宿泊観光行動を時間，空間，内容，費用等，
多面的に分析することが可能となる．ただし，
属性項目の区分の統一，基礎的な調査項目の
基準統一や継続性の確保，現在の回収率を踏
まえたサンプル抽出方法の工夫等，引き続き
更なる改善も求められる． 
観光地における行動に着目した分析では，
いつの時代も大きな活動量を有する温泉浴
に焦点をあて，参加者数，のべ回数，宿泊費
ともに近年減少が続いていることを確認し
た．「時代」，「年代」，「世代」の要因に分解
するコーホート分析から，加齢に伴い志向が
高まるものの，現在の高齢者の活発な参加は
世代の影響も大きいことが読み取れた．逆に，
現在の 30 歳代前半より若い世代の志向が極
めて弱い．今後は人口減少による参加者数の
減少に加え，若い世代の参加の消極化によっ
て活動量がさらに減少する可能性があるこ
とを明らかにした． 
このように，複数の観光統計を用いた時系
列分析により，国内宿泊観光行動が定量的に
把握可能となり，今後の観光政策推進のため
の基礎的な知見を得ることができた．本研究
の成果は，今後の観光統計の改善や活用，観
光政策立案や観光マーケティングに活用さ
れることが望まれる． 
最後に，都市間交通統計と観光統計の比較
からは，手段別，性別では乖離があるものの，
総量や居住地別，目的地のオーダーは等しい
ことを確認した．都市間交通統計は交通需要
を精度高く把握できるものの平休 1日値と拡
大した年間値のみのデータとなる．一方の観
光統計は，季節変動はあるものの，都市間交
通統計と比べると精度が低い．そのため，純
流動の年間値に観光統計で得られた月別の
需要変動，居住地別目的地の構成比を組み合
わせると，より精度の高い観光データとなる
可能性があることを示した． 
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